
滋整振発第 26－44 号 

平成 26 年 7 月 1 日 

会 員 各 位 

 

                        環境保全優良自動車関連事業場等 

     近畿運輸局長･滋賀運輸支局長表彰の申請受付 

                        －環境に優しいオアシス工場を目指して－ 

 

「滋賀の環境を守る自動車事業推進協議会」 

 

 事業活動に伴って発生する産業廃棄物の適正処理や使用済み自動車の適正処理、フロン

の適正な回収並びにリサイクル部品等の活用促進を図ると共に、省資源・省エネルギーを

推進し、総合的な環境保全対策と、再資源循環型社会に向けた取り組みを目的に、滋賀県

内における自動車販売・整備および自動車関連事業８団体による「滋賀の環境を守る自動

車事業推進協議会」を平成１４年６月に設立し、平成１５年８月に「環境保全優良自動車

関連事業場等表彰」が創設され、今年で１２回目の表彰となります。 

 環境対策に積極的に取り組んでおられる会員事業場におかれましては、下記の要領並び

に審査基準にて、表彰申請の受付を行いますのでよろしくお願いいたします。 

  なお、自己診断票・申請書等は当会ホームページに掲載しております。又、整備振興会

へご相談下さいますようお願いいたします。 

記 

１．申請受付期間 

      平成２６年７月１日(火)～平成２６年８月２９日(金)まで 

２．申込方法 

   申請される事業者は、事前に当会ホームページに掲載しております「自己診断票」

により最低１～２回のチェックを実施後、該当欄すべてに【○】が付くよう改善して

いただき、表彰申請書に添付書類(産業廃棄物収集運搬業者・中間処理業者との委託契

約書写し等)を添えて振興会事務局へお申込ください。 

なお、「協議会」にて、上申された申請書類を審査後、滋賀運輸支局へ進達いたし

ます。 

３．表彰推薦基準抜粋 

 (１)環境対策への取り組みが積極的であり、環境対策について他の事業者の模範となっ 

   ていると認められる者。 

 (２)過去３年以内に、事業に関する関係法令(道路運送車両法等)に違反がないこと。 

 (３)フロン回収機を保有または借用契約を締結し、自動車リサイクル法に基づくフロン 

   類回収業者として滋賀県および自動車リサイクルセンターに登録を行っていること。 

４．お問い合わせ先 

   一般社団法人 滋賀県自動車整備振興会 教育課(小西)  

    (ＴＥＬ)０７７－５８５－２２２１ 

＜ 表 彰 申 請 の 手 順 ＞               
 

表彰申請をご検討の事業者は､（様式1-1） 

｢自己診断票｣に基づき、最低1~2回ﾁｪｯｸを

実施し、該当項目全てに○印が付くよう改

善をお願いします (6/1～8/29) 
 

 
 
 
 

 
 

 

｢自己診断票｣に全てﾁｪｯｸ

が付いた際に、①(様式４

又は様式５)申請書と②申

請書添付書類を提出 (8/29

までに) 

 
 
 
 

 
 

 
書類審査及
び、現地調
査後に推薦 

(9/1~9/30) 
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別 紙（様式１－１） 
 

環境保全優良自動車関連事業場適正処理状況『自己診断票』 

 

 

 

 

 

事業場 (工場 )名  業  種 
（自整業は認証番号欄） 

 
チェック欄は点検月日と下記の記号を記入して下さい 

全て処理、又は実施・届出している ○ 

処理、実施は不十分 △ 
点  検  者 役職又は職名                   氏   名 処理、実施はしていない × 

該当なし 簡単に理由を記入  
 

区 

分 
基   準   項   目 実   施   内   容    （ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ） 

チ ェ ッ ク 欄 

月・日 

／ 

月・日 

／ 

月・日 

／ 

月・日 

／ 

 
 
産 
 
 
業 
 
 
廃 
 
 
棄 
 
 
物 
 
 
の 
 
 
処 
 
 
理 

① 許可収集運搬業者、中間処理業者と 

の契約をしていますか。 

１．廃棄物処理法に基づき、廃棄物の種類に合致した許可収集運搬業者・中間処理業者 
と個別に、処理の委託契約を行っている。 

    

２．行政の許可証の内容（廃棄物の種類、事業区分、処理能力、許可条件、有効期間等）を 
把握している。 

    

② 廃棄物の種類ごとにマニフェストを 
交付していますか。 

（   紙   ・   電子   ） 

１．マニフェストは、Ａ、Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｃ２、Ｄ、Ｅ票の７枚綴であり、Ｂ１以下の 
票を廃棄物処理法に基づき、産業廃棄物処理業者（収集運搬業者）に交付している。 

    

２．マニフェストは、廃棄物の種類（金属類・廃プラスチック類・廃ガラス・廃油・Ｌ 
ＬＣ・汚泥等）ごと、又は、行き先（処分事業場）ごとに交付している。 

    

③ マニフェストの交付台帳を作成して 
管理と保管をしていますか。 
また、管理票に関する報告を行って 
いますか。（電子は報告不要） 

１．マニフェストの交付台帳を作成し、回付状況を適正に管理している。     

２．９０日以内にＤ票、１８０日以内にＥ票が回付されない場合は、措置報告書を滋賀県に 
報告している。 

    

３．回付されたマニフェストは５年間保管している。     

４．マニフェスト管理票に関する報告を都道府県知事等に提出している。     

④ 産業廃棄物を分別し保管をしていま 

すか。 

１．廃棄物の種類ごと（金属類･廃ﾌﾟﾗ類･廃ｶﾞﾗｽ･廃油･LLC等）に分別して保管している。     

２．保管場所は、周囲に囲いが設けてある。     

３．保管場所は、コンクリート等により、地下浸透防止対策をしている。     

４．保管場所は、屋根、防水シート等を取り付け、雨水対策をしている。     

５．保管場所には、廃部品等の置き場である旨を明示し、かつ、保管責任者および産業 
廃棄物の種類を掲示している。 

    

⑤ 廃タイヤ、廃バッテリーの適正処理 
をしていますか。 

１． 廃タイヤの処理は、タイヤ販売店等で構成する、適正回収ルートで処理している。 
又は、マニフェストを使用して適正に処理している。（ 紙  ・  電子 ）（ 

 
   

２． 廃バッテリーの処理は、自動車電装品販売店等で構成する、適正回収ルートで処理 
している。又はマニフェストを使用して適正に処理している。（ 紙  ・  電子 ） 

 
   

⑥ 廃塗料の適正処理をしていますか。 １． 廃塗料を取扱う事業場は、廃塗料からシンナーを取り除く装置を保有している。 
又は、マニフェストを使用して適正に処理している。（ 紙  ・  電子 ） 

 
   

⑦ 塗料、シンナー等の取扱量を把握 
していますか。 

１．ＰＲＴＲ法に基づき、塗料、シンナー等の取扱量を把握している。 
    （従業員数21名以上、年間取扱量１ｔ以上の場合、取扱量の報告義務がある｡） 

 
   

 

使 

用 

済 

自 

動 

車 

の 

処 

理 

① 引取業者、フロン類回収業者の登 

録および「標識」の掲示をしてい 

ますか。 

１．自動車リサイクル法に基づき、県に引取業者の登録を行っている。     

２．リサイクル促進センターに、引取業者の登録を行っている。     

３．自動車リサイクル法に基づき、県にフロン類回収業者の登録を行っている。     

４．リサイクル促進センターに、フロン類回収業者の登録を行っている。     

５．引取業者、フロン類回収業者の「標識」又は登録通知書の掲示をしている。     

② 電子マニフェストを交付し、適正 

処理をしていますか。 

１．引取業者の移動報告（引取、引渡）は、自社で行っている。     

２．フロン類回収業者の移動報告( 〃 ) は、自社、又は他の業者に委託している。     

③ フロン類回収・破壊の適正処理､ 

および年次報告をしていますか。 

１．フロン回収機を自社で保有している。又は 借用契約を結んでいる。     

２．フロンガスの回収作業は、自社で行っている。又は他の回収業者に委託している。     

３．フロン類回収量の年次報告をしている。(回収量無しの場合でも報告の義務がある｡)     

 
 
 
 
環 
 
 
境 
 
 
保 
 
 
全 
 
 
の 
 
 
向 
 
 
上 

① 二酸化炭素の排出量を把握して 

いますか。 

１. 日整連の環境家計簿を活用している。又は、エコアクション21を取得している。 
    

② 二酸化炭素の排出量の削減に繋 

がる取組みを行っていますか。 

 

１. コンプレッサのエア漏れ、洗車時の節水、洗車機の灯油の削減、適切な室温の設定 
  照明電力の削減、省エネ機器の活用、不要電源のオフ実行、待機電力の削減を行 

っている。 
    

③ エコ整備・点検整備について広報 

  していますか。 

１. ポスター・チラシで説明をしている。 
    

④自動式車両洗浄施設（門型自動洗車 

機）の設置届出をしていますか。 

１．門型自動洗車機を設置の事業場は、県 又は市に届出を行っている。     

２．公共下水に排水する場合は、公共下水道管理者に届出ている。     

⑤ 騒音・振動についてコンプレッサー 

  等の設置届をしていますか。 

１． 騒音規制法、振動規制法、県、又は市の条例に従い届出している。 
    なお、コンプレッサーの定格出力が7.5ｋｗ（10.19ｐｓ）以上のものに限る。 

    

⑥ 塗装ブースの設置届出をしています 

  か。 

１．ブース設置の事業場は、労働安全衛生法に従い有機溶剤設備設置の届出をしている。     

２．集塵装置等が設置されている。     

⑦ 作業場や駐車場等にオイルやＬＬＣ 

  等がこぼれていませんか。 

１．作業場や駐車場等に、土壌汚染の原因となるオイルやＬＬＣ等がこぼれていない。 
    

⑧ ごみ箱や廃棄物置場は廃棄物が溢れ 
ていませんか。 

１．ごみ箱や廃棄物置場は、水質汚濁や土壌汚染の原因となる廃棄物が溢れていない。     

２．廃棄物は定期的に処分し大量に保管していない。     

⑨ 敷地内に廃棄物、廃車、廃タイヤ等 

が放置されていませんか。 

１．敷地内の廃棄物、廃車、廃タイヤ等は、所定の場所に分別保管している。 
    

⑩ 敷地内（作業場、ショールーム、事 

務所）の整理整頓、雑草の除去を 
定期的に行っていますか。 

１．作業場の整理整頓を定期的に行い、環境美化に努めている。     

２．ショールーム、事務所の整理整頓を定期的に行い環境美化に努めている。     

３．敷地内の雑草等の除去を定期的に行い、環境美化に努めている。     

⑪ 浄化槽(油水分離槽を含む)の清掃を 

定期的に行っていますか。 

１．年に数回程度、浄化槽等の清掃を定期的に行ってオイル等の流失防止に努めている。     

２．浄化槽等からのオイルの流出がない。     

⑫ 一般廃棄物を適正処理していますか。 １．事業場から排出されるゴミ（一般ゴミ）を分別して排出している。     

⑬ 廃棄物を焼却していませんか。 １．｢ダイオキシンの原因となる廃棄物」の焼却をしていない。     

⑭ 苦情対策に努めていますか。 １．悪臭、騒音、振動などの苦情が近隣から出ていない。     
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リ 
サ 
イ 
ク 
ル 
部 
品 
の 
活 
用 

① お客様にリサイクル部品情報の提供 
を行っていますか。 

１．整備の依頼を受けたときに、リサイクル部品の使用が可能な旨の情報提供を行って 
いる 

    

② リサイクル部品取扱い工場の案内掲 
示を行っていますか。 

１．フロント等にリサイクル部品取扱いが可能な旨の掲示を行っている。     

２．リサイクル部品（現物、カタログ等）の例示を行っている。     

③ リサイクル部品入手先の確保をして 

ますか。 

１．リサイクル部品の入手が可能な部品販売店を確保している。     

２．リサイクル部品の入手先を掲示している。     

④ リサイクル部品の保証期間の説明を 
していますか。 

１．リビルト部品には保証期間の説明を行っている。(請求書、パンフレット、掲示等)     

２．リユース部品の場合は、部品の保証について何らかの説明をしている。     

⑤ リサイクル部品の使用状況はどの程 

度ですか。 

１．取り扱った主な部品名、使用量を把握している。 
    

そ 
の 
他 

① 事業に関する関係法令等を遵守して 
いますか。 

１．過去１年以内に道路運送車両法等に違反していない。 
（認証・指定事業場等の監査で、警告以上の処分を受けていない｡） 

    

２．環境・公害問題などの苦情が近隣から出ていない。     



｢環境保全優良自動車関連事業場等表彰式｣までのスケジュール 
 

滋賀の環境を守る自動車事業推進協議会 
＜表彰式までの日程表＞ 
 
  
 
 

 
 

業  務  処  理  内  容 
 

 
４ 
 
月 

 
５ 
 
月 

 
６ 

 
月 

 
７ 

 
月 

 
８ 

 
月 

 
９ 

 
月 

 
10 

 
月 

 
11 

 
月 

 
12 

 
月 

 
１ 

 
月 

 
２ 
 
月 

 
３ 
 
月 

 
 
 
 
 
 構成団体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ① 環境保全優良事業場表彰への取り組みとして、表彰 
  の基準項目となる ｢自己診断票」活用の周知、ＰＲ 
 

 
 
 
 
 

     
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
6.1 ～ 8. 31 まで 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 ② 会員(組合員)に推薦候補事業場の募集案内、および 
  届出(申請書類)の受付 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

     
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
7.1 ～8. 29 まで 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 ③ 会員から届出られた申請書類の審査 および現地調 
  査、並びに協議会への推薦書類の作成と上申 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

      
   
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
申請受付日～9. 30まで 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 協 議 会 
 
 

 
 
 ④ 構成団体から上申を受けた書類等の審査、並びに 
   滋賀運輸支局長への推薦書類の作成と進達 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

     
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
上申日～10. 3まで 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 運輸支局 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ⑤ 協議会から推薦された事業場の書類審査、および 
   現地審査 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

      
 
 
 
 

 
     
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
10月上旬～11月中旬まで 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 ⑥ 近畿運輸局へ、局長・支局長表彰対象事業場の承 
  認願いの進達 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

     
     
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
11月中旬～11.28まで 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ⑦ 本年度の表彰式は、局長表彰・支局長表彰ともに２～３月に予定されています。 
 
 



 



様式 ４

環境保全優良自動車関連事業場申請書

申 請 年 月 日 平成 年 月 日 認証番号 指定番号 認定番号

事業者の氏名又は名称 事 業 場 の 名 称

住 所 住 所

電 話 電 話

業 種 所属団体 担 当 責 任 者 役職又は職名 氏 名

表 彰 基 準 達 成 状 況 表
◎下表の各基準項目に従い、実施状況調査項目欄に必要事項を記入、または 該当するものに〇をしてください。 ＊(チェック欄は記入しないでください ）

基 準 項 目 実 施 状 況 調 査 項 目 チェック 欄

① 許可収集運搬業者、中間処理業者 ★廃棄物処理法に基づき、廃棄物の種類に合致した許可収集運搬業者・中間処理業者との個別の契約 ＊
との契約をしていますか。 状況は次の通り。

産 収集運搬業者名

廃棄物の種類

許 可 番 号

契約の有効期限 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日
業

中間処理業者名

廃棄物の種類

許 可 番 号

廃 契約の有効期限 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

② 廃棄物の種類ごとにマニフェスト ★紙マニフェストはＡ、Ｂ 1、Ｂ 2、Ｃ 1、Ｃ 2、Ｄ、Ｅ票の７枚綴りであり、Ｂ 1以下の票を廃棄物 ＊
を交付していますか。 処理法に基づき、処理業者（収集運搬業者）に渡す義務あり。交付状況は次の通り。
（ 紙 ・ 電子 ）

金 属 類 廃プラ類 廃ガラス 廃 油 廃アルカリ(ＬＬＣ等) 汚 泥

棄 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

③ マニフェストの交付台帳を作成し ★マニフェスト交付台帳の作成、回付状況、回付されたマニフェストの保管状況は次の通り。 ＊
て、管理と保管をしていますか。
また、管理票に関する報告を行っ マニフェスト交付台帳の有無 有 ・ 無
ていますか。

回付状況の管理は 適正に行っている ・ していない
物

回付されないときの措置(府県市に報告） 報告している ・ していない

マニフェストの保管は 平成 年 月 から保管 （原則５年間保管）

マニフェスト管理票に関する報告を都道府県知事に 提出している ・ していない

等 ④ 産業廃棄物を分別保管しています ★産業廃棄物の分別保管、および保管場所の要件として周囲の囲い、地下浸透防止対策、雨水対策の ＊
か。 屋根等の設置、保管場所における種類(品目)ごとの定置場の明示等については次の通り。

廃棄物の分別保管は している ・ していない（理由： )

保管場所周囲の囲いの有無 有 ・ 無（理由： )

の 地下浸透防止対策の有無 有 （ コンクリ－ト ・ コンテナ ・ ) ・ 無

雨水対策(屋根・防水シ－ト等)の有無 有 （ 屋根付 ・ 防水シ－ト等 ・ ) ・ 無

保管場所の明示(保管責任者名・産業廃棄 有 ・ 無
物の種類の掲示を含む）の有無

処
⑤ 廃タイヤ、廃バッテリ－の適正処 ★タイヤ販売店等、自動車電装品販売店等の個々で構成する適正回収ル－ト、またはマニフェストを ＊
理をしていますか。 交付して廃棄物処理法に基づく適正処理状況は次の通り。

廃タイヤの処理は 適正回収ル－トで処理 ・ マニフェストで処理（紙・電子）

廃バッテリ－の処理は 適正回収ル－トで処理 ・ マニフェストで処理（紙・電子）
理

⑥ 廃塗料の適正処理をしていますか｡ ★廃塗料の取扱い状況、および扱う場合は廃塗料からシンナ－を取り除く装置を使用する等、適正処理 ＊
状況は次の通り。

廃塗料の取扱いの有無 有 ・ 無

有の場合 ： 廃塗料の処理は 自社保有の除去装置で処理 ・マニフェストで処理（紙・電子）

⑦ 塗料、シンナ－等の取扱量を把握 ★ＰＲＴＲ法に基づき、塗料、シンナ－等の取扱量の把握状況は、次の通り。 ＊
していますか。 (※ 従業員数２１人以上で、年間の取扱量が１ｔ以上の場合は、府等への届出の義務がある｡）

把握している ・ 把握していない

① 引取業者、フロン類回収業者の登 ★自動車リサイクル法に基づき、府県市およびリサイクル促進センタ－に引取業者、フロン類回収業者 ＊
使 録および｢標識｣の掲示をしていま の事業者登録、並びに登録事業者「標識」または登録通知書の掲示、その他使用済自動車の電子マニ

すか｡ フェストの交付やフロン類回収・破壊の適正処理の状況は、次の通り。
用

府・市への登録の有無 引取業者 有( 年 月 日付 号)･無 回収業者 有( 年 月 日付 号)･無
済

ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ 促進 ｾ ﾝ ﾀ -への登録の有無 引取業者 有 ・ 無 回収業者 有 ・ 無
自

｢標識｣又は登録通知書の掲示の有無 引取業者 有 ・ 無 回収業者 有 ・ 無
動

② 電子マニフェストを交付し、適正 ★引取業者の移動報告（引取・引渡）は 自社で行っている （※ 他の業者に委託していないこと） ＊
車 処理をしていますか。

フロン類回収業者の移動報告( 〃 )は 自社で行っている ・ 他の業者に委託している
の

③ フロン類回収・破壊の適正処理､ ★フロン回収機の保有の有無 自己保有 ・ 借用（借用契約等で自治体へ申請の場合） ＊
処 および年次報告をしていますか。

フロン類の回収処理作業は 自社で行っている ・ 他の業者に委託している
理

回収量の年次報告の有無 有 ・ 無（年次報告については回収量無しでも報告が必要）



基 準 項 目 実 施 状 況 調 査 項 目 チェック 欄

① 二酸化炭素（ＣＯ2）の排出量を ★（社）日本自動車整備振興会連合会の環境家計簿等を活用し、ＣＯ2排出量の把握状況は次の通り。 ＊
把握していますか。

環境家計簿システムに登録 している ・ していない（ システムで把握している）
※ 環境家計簿システム以外の方
法によりＣＯ2排出量を把握して ＣＯ2排出量を把握 年 月～ 年 月の１年間で ｋｇ－ＣＯ2
いる場合は、そのシステムの内容
の判る資料を添付。 入庫台数 年 月～ 年 月の１年間で 台

環 ② ＣＯ2排出量の削減に繋がる取組 ★次の８項目の取組みを実施できる体制を整備している状況は次の通り。 ＊
みを行っていますか。

① ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの圧縮エア漏れの防止体制（有・無） ② 洗車時の節水の実行体制（有・無）

③ 温水洗車機の灯油の使用量の削減体制（有・無） ④ 適切な室温の設定・管理体制（有・無）

⑤ 照明電力の削減の実施体制（有・無） ⑥ 省エネ機器の活用体制（有・無）

境 ⑦ 不要な電源オフの実行体制（有・無） ⑧ 待機電力の削減体制（有・無）

③ エコ整備・点検整備について広報 ★ＣＯ2削減に効果のある点検整備についての広報の状況は次の通り。 ＊
していますか

ポスターの掲示 チラシの配布・備付 口頭による説明 その他（ ）

④ 自動式車両洗浄施設（門型自動洗 ★自動式車両洗浄施設（門型自動洗車機）の設置状況、および自治体への届出（届出不要の場合を除く） ＊
車機）の設置届出をしていますか。 は次の通り。

保
※ スチ－ム洗浄機は除く。 門型自動洗車機の設置の有無 有 ・ 無

自治体への設置届出について 府・市 （ 平成 年 月 日付 ）

公共下水道管理者への届出 市 （ 平成 年 月 日付 ）

⑤ 騒音・振動についてコンプレッサ ★騒音規制法、振動規制法により、定格出力が７．５Ｋｗ以上のものを設置の場合は自治体への届出の義 ＊
全 －等の設置届出をしていますか。 務があります。その状況は次の通り。（府県市の条例等において基準が異なる場合にはその基準による。）

コンプレッサ－の届出の有無 有 ・ 無（コンプレッサ－の能力 Ｋｗを使用）

⑥ 塗装ブ－スの設置の届出をしてい ★労働安全衛生法に従い塗装ブ－スを設置の場合は、労働基準監督署への有機溶剤設備設置の届出と ＊
ますか。 共に集塵装置等の設置が義務付けられていますが、その状況は次の通り。

塗装ブ－スの設置の有無 有 ・ 無
の

有機溶剤設備設置の届出は 労働基準監督署（平成 年 月 日付 ）
有の場合

集塵装置等の有無 有 ・ 無

⑦ 作業場や駐車場等にオイルやＬＬ ★作業場や駐車場等に、土壌汚染の原因となるオイルやＬＬＣ等のこぼれの状況は次の通り。 ＊
Ｃ等がこぼれていませんか。

オイルやＬＬＣ等のこぼれの有無 作業場等の床面に油脂類等汚れの有無
向 （ 有 ・ 無 ） （ 有 ・ 無 ）

⑧ ごみ箱や廃棄物置場は廃棄物が溢 ★ごみ箱や廃棄物置場は、水質汚濁や土壌汚染の原因となるため、次の通り廃棄物の管理をしている。 ＊
れていませんか。

廃棄物の保管管理はどうされていますか 定期的に処分し大量の保管はない ・ 管理していない

⑨ 敷地内に廃棄物、廃車、廃タイヤ ★敷地内での廃棄物、廃車、廃タイヤ等の保管は次の通りです。 ＊
等が放置されていませんか。

上 保管状況はどの様にされていますか 所定の場所に分別保管している ・ 放置している

⑩ 敷地内（作業場、ショ－ル－ム、 ★作業場、ｼｮ-ﾙ-ﾑ、事務所の整理整頓は 毎週実施 ・ その他 ( ）＊
事務所の整理整頓、雑草の除去を
定期的に行っていますか。 敷地内の雑草の除去は 毎月１回 ・ （年に 回実施） ・ していない

⑪ 浄化槽(油水分離層を含む)の清掃 ★浄化槽（油水分離層）等は、次の通り点検と清掃を行いオイル等の流出防止に努めている。 ＊
を定期的に行っていますか。

定期的に清掃している ・ 清掃していない (理由： )

⑫ 一般廃棄物を適正処理しています ★事業場から排出するゴミ(一般ゴミ)は ★ ﾀﾞｲｵｷｼﾝの原因となる廃棄物の焼却は ＊
か。焼却していませんか。 分別して排出 ・ 分別していない (理由： ） していない ・ している (理由： )

⑬ 苦情対策に努めていますか。 ★近隣から悪臭･振動･騒音などの苦情は 出ていない ・ 出ている (理由： ) ＊

① お客様へのリサイクル部品情報の ★整備の依頼を受けたときに、リサイクル部品の使用が可能な旨の情報の提供は次の通り。 ＊
提供を行っていますか。

部品情報の提供方法は カタログ等 ・ 口 頭 ・ その他（ ）

② リサイクル部品取扱い工場である ★フロント等にリサイクル部品取扱いが可能な旨の掲示、リサイクル部品の現物、カタログ等の例示 ＊
リ ことの案内や掲示をしていますか。 状況は次の通り。

サ 案内掲示の有無 有 ・ 無

イ リサイクル部品の例示の有無 有 （方法 ： 現物 ・ カタログ等 ・ ) ・ 無

ク ③ リサイクル部品入手先の確保、お ★リサイクル部品の入手が可能な部品販売店等の確保、および入手先の掲示状況は、次の通り。 ＊
よび掲示をしていますか。

ル 入手先の有無 有 （方法 ： 部品商 ・ 解体業者 ・ ) ・ 無

部 入手先の掲示の有無 有 ・ 無

品 ④ リサイクル部品の保証期間の説明 ★お客様にリビルト部品、リユ－ス部品の保証期間に関する説明状況は次の通り。 ＊
をしていますか。

の リビルト(再生)部品の場合は している（方法 ： ）・ していない

活 リユ－ス(再 使 用)部品の場合は している（方法 ： ）・ していない

用 ⑤ リサイクル部品の使用状況を把握 ★ユ－ザ－等からのリサイクル部品の使用依頼に積極的に応じ、主に次の部品を使用している。 ＊
していますか。

使用した部品名・個数・量

（附近の見取図を貼付又は別紙添付） 上記の記載内容は事実に相違ありません。

平成 年 月 日

事業者名

代表者名 印



様式 ５

環境保全優良自動車関連事業場申請書

申 請 年 月 日 平成 年 月 日 認証番号 指定番号 認定番号

事業者の氏名又は名称 事 業 場 の 名 称

住 所 住 所

電 話 電 話

業 種 所属団体 担 当 責 任 者 役職又は職名 氏 名

表彰受賞歴 旧運輸支局長等表彰 （ ）年度・（ ）年度 旧近畿運輸局長表彰 （ ）年度 新運輸支局長等表彰 （ ）年度

表 彰 基 準 達 成 状 況 表

◎下表の各基準項目に従い、実施状況調査項目欄に必要事項を記入、または 該当するものに〇をしてください。 ＊(チェック欄は記入しないでください ）

基 準 項 目 実 施 状 況 調 査 項 目 チェック 欄

① 許可収集運搬業者、中間処理業者 ★廃棄物処理法に基づき、廃棄物の種類に合致した許可収集運搬業者・中間処理業者との個別の契約 ＊
との契約をしていますか。 状況は次の通り。

産 収集運搬業者名

廃棄物の種類

許 可 番 号

業 契約の有効期限 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

中間処理業者名

廃棄物の種類

廃 許 可 番 号

契約の有効期限 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

② 廃棄物の種類ごとにマニフェスト ★紙マニフェストはＡ、Ｂ 1、Ｂ 2、Ｃ 1、Ｃ 2、Ｄ、Ｅ票の７枚綴りであり、Ｂ 1以下の票を廃棄物 ＊
を交付していますか。 処理法に基づき、処理業者（収集運搬業者）に渡す義務あり。交付状況は次の通り。

棄 （ 紙 ・ 電子 ）
金 属 類 廃プラ類 廃ガラス 廃 油 廃アルカリ(ＬＬＣ等) 汚 泥

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

③ マニフェストの交付台帳を作成し ★マニフェスト交付台帳の作成、回付状況、回付されたマニフェストの保管状況は次の通り。 ＊
物 て、管理と保管をしていますか。

また、管理票に関する報告を行っ マニフェスト交付台帳の有無 有 ・ 無
ていますか。

回付状況の管理は 適正に行っている ・ していない

マニフェスト管理票に関する報告を都道府県知事に 提出している ・ していない
等

④ 産業廃棄物を分別保管しています ★産業廃棄物の分別保管、および保管場所の要件として周囲の囲い、地下浸透防止対策、雨水対策の ＊
か。 屋根等の設置、保管場所における種類(品目)ごとの定置場の明示等については次の通り。

廃棄物の分別保管は している ・ していない（理由： )

の ⑤ 廃タイヤ、廃バッテリ－の適正処 ★タイヤ販売店等、自動車電装品販売店等の個々で構成する適正回収ル－ト、またはマニフェストを ＊
理をしていますか。 交付して廃棄物処理法に基づく適正処理状況は次の通り。

廃タイヤの処理は 適正回収ル－トで処理 ・ マニフェストで処理（紙・電子）

廃バッテリ－の処理は 適正回収ル－トで処理 ・ マニフェストで処理（紙・電子）
処

⑥ 廃塗料の適正処理をしていますか｡ ★廃塗料の取扱い状況、および扱う場合は廃塗料からシンナ－を取り除く装置を使用する等、適正処理 ＊
状況は次の通り。

廃塗料の取扱いの有無 有 ・ 無

理 有の場合 ： 廃塗料の処理は 自社保有の除去装置で処理 ・マニフェストで処理（紙・電子）

⑦ 塗料、シンナ－等の取扱量を把握 ★ＰＲＴＲ法に基づき、塗料、シンナ－等の取扱量の把握状況は、次の通り。 ＊
していますか。 (※ 従業員数２１人以上で、年間の取扱量が１ｔ以上の場合は、府等への届出の義務がある｡）

把握している ・ 把握していない

① 引取業者、フロン類回収業者の登 ★自動車リサイクル法に基づき、府県市およびリサイクル促進センタ－に引取業者、フロン類回収業者 ＊
使 録および｢標識｣の掲示をしていま の事業者登録、並びに登録事業者「標識」または登録通知書の掲示、その他使用済自動車の電子マニ

すか｡ フェストの交付やフロン類回収・破壊の適正処理の状況は、次の通り。
用

府・市への登録の有無 引取業者 有( 年 月 日付 号)･無 回収業者 有( 年 月 日付 号)･無
済

ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ 促進 ｾ ﾝ ﾀ -への登録の有無 引取業者 有 ・ 無 回収業者 有 ・ 無
自

｢標識｣又は登録通知書の掲示の有無 引取業者 有 ・ 無 回収業者 有 ・ 無
動

② 電子マニフェストを交付し、適正 ★引取業者の移動報告（引取・引渡）は 自社で行っている （※ 他の業者に委託していないこと） ＊
車 処理をしていますか。

フロン類回収業者の移動報告( 〃 )は 自社で行っている ・ 他の業者に委託している
の

③ フロン類回収・破壊の適正処理､ ★フロン回収機の保有の有無 自己保有 ・ 借用（借用契約等で自治体へ申請の場合） ＊
処 および年次報告をしていますか。

フロン類の回収処理作業は 自社で行っている ・ 他の業者に委託している
理

回収量の年次報告の有無 有 ・ 無（年次報告については回収量無しでも報告が必要）



基 準 項 目 実 施 状 況 調 査 項 目 チェック 欄

① 二酸化炭素（ＣＯ2）の排出量を ★（社）日本自動車整備振興会連合会の環境家計簿等を活用し、ＣＯ2排出量の把握状況は次の通り。 ＊
把握していますか。

環境家計簿システムに登録 している ・ していない（ システムで把握している）
※ 環境家計簿システム以外の方
法によりＣＯ2排出量を把握して ＣＯ2排出量を把握 年 月～ 年 月の１年間で ｋｇ－ＣＯ2
いる場合は、そのシステムの内容

環 の判る資料を添付。 入庫台数 年 月～ 年 月の１年間で 台

※ 電気、ガス、油脂類の使用量 年 月～１年 年 月～１年 年 月～１年 年 月～１年 年 月～１年
が確認できる領収書等を添付。

kg-co2／台 kg-co2／台 kg-co2／台 kg-co2／台 kg-co2／台

② ＣＯ2排出量の削減に繋がる取組 ★次の８項目の取組みを実施できる体制を整備している状況は次の通り。 ＊
みを行っていますか。

境 ① ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの圧縮エア漏れの防止体制（有・無） ② 洗車時の節水の実行体制（有・無）
※ 平成２１年５月 日整連発行の
「地球温暖化防止推進マニュアル」③ 温水洗車機の灯油の使用量の削減体制（有・無） ④ 適切な室温の設定・管理体制（有・無）
の取組を参考に。

⑤ 照明電力の削減の実施体制（有・無） ⑥ 省エネ機器の活用体制（有・無）

⑦ 不要な電源オフの実行体制（有・無） ⑧ 待機電力の削減体制（有・無）

保 ③ エコ整備・点検整備について広報 ★ＣＯ2削減に効果のある点検整備についての広報の状況は次の通り。 ＊
していますか

ポスターの掲示 チラシの配布・備付 口頭による説明 その他（ ）

④ 自動式車両洗浄施設（門型自動洗 ★自動式車両洗浄施設（門型自動洗車機）の設置状況、および自治体への届出（届出不要の場合を除く） ＊
車機）の設置届出をしていますか。 は次の通り。

※ スチ－ム洗浄機は除く。 門型自動洗車機の設置の有無 有 ・ 無
全

⑤ 騒音・振動についてコンプレッサ ★騒音規制法、振動規制法により、定格出力が７．５Ｋｗ以上のものを設置の場合は自治体への届出の義 ＊
－等の設置届出をしていますか。 務があります。その状況は次の通り。（府県市の条例等において基準が異なる場合にはその基準による。）

コンプレッサ－の届出の有無 有 ・ 無（コンプレッサ－の能力 Ｋｗを使用）

⑥ 塗装ブ－スの設置の届出をしてい ★労働安全衛生法に従い塗装ブ－スを設置の場合は、労働基準監督署への有機溶剤設備設置の届出と ＊
ますか。 共に集塵装置等の設置が義務付けられていますが、その状況は次の通り。

向
塗装ブ－スの設置の有無 有 ・ 無

⑦ ★作業場や駐車場等に土壌汚染の原因となるオイルやＬＬＣ等がこぼれていませんか。 は い ・ いいえ ＊

⑧ ★ごみ箱や廃棄物置場は水質汚濁や土壌汚染の原因となります。廃棄物の保管管理は適切ですか。 は い ・ いいえ ＊

⑨ ★敷地内に廃棄物、廃車、廃タイヤ等の保管は適切ですか。 は い ・ いいえ ＊
上

⑩ ★敷地内（作業場、ショ－ル－ム、事務所の整理整頓、雑草の除去を定期的に行っていますか。 は い ・ いいえ ＊

⑪ ★浄化槽(油水分離層を含む)は定期的に点検と清掃を行いオイル等の流出防止に努めていますか。 は い ・ いいえ ＊

⑫ ★一般廃棄物を適正処理していますか。焼却していませんか。 は い ・ いいえ ＊

⑬ ★苦情対策に努めていますか。近隣から悪臭･振動･騒音などの苦情は出ていませんか。 は い ・ いいえ ＊

① お客様へのリサイクル部品情報の ★整備の依頼を受けたときに、リサイクル部品の使用が可能な旨の情報の提供は次の通り。 ＊
提供を行っていますか。

リ 部品情報の提供方法は カタログ等 ・ 口 頭 ・ その他（ ）

② リサイクル部品取扱い工場である ★フロント等にリサイクル部品取扱いが可能な旨の掲示、リサイクル部品の現物、カタログ等の例示 ＊
サ ことの案内や掲示をしていますか。 状況は次の通り。

案内掲示の有無 有 ・ 無
イ

リサイクル部品の例示の有無 有 （方法 ： 現物 ・ カタログ等 ・ ) ・ 無

ク ③ リサイクル部品入手先の確保、お ★リサイクル部品の入手が可能な部品販売店等の確保、および入手先の掲示状況は、次の通り。 ＊
よび掲示をしていますか。

入手先の有無 有 （方法 ： 部品商 ・ 解体業者 ・ ) ・ 無
ル

入手先の掲示の有無 有 ・ 無

部 ④ リサイクル部品の保証期間の説明 ★お客様にリビルト部品、リユ－ス部品の保証期間に関する説明状況は次の通り。 ＊
をしていますか。

リビルト(再生)部品の場合は している（方法 ： ）・ していない
品

リユ－ス(再 使 用)部品の場合は している（方法 ： ）・ していない

の ⑤ リサイクル部品の使用状況を把握 ★ユ－ザ－等からのリサイクル部品の使用依頼に積極的に応じ、主に次の部品を使用している。 ＊
していますか。
※ 過去１年程度の使用実績を

活 記入してください。 使用した部品名・個数・量

用

上記の記載内容は事実に相違ありません。
平成 年 月 日

事業者名

代表者名 印



    ・ 紙マニフェストにより年間排出量等(4/1～3/31分)を集計し、当該年度の６月３０日までに滋賀県への報告が義務付けられています。

受 領 日種 類
排 出 量

・　　　・

・　　　・

・　　　・

・　　　・

・　　　・

    ・ 紙マニフェストの保存期間は、５年間保存すること。
    ・ ９０日以内にＤ票、１８０日以内にＥ票が回付されない場合は、処理報告書を滋賀県に提出すること。
    ・ 種類の欄は、「廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類」・「金属くず」・「ｶﾞﾗｽ及び陶磁器くず」・「廃油」、「ＬＬＣ」・「汚泥」等を記入すること。
　  ・ 収集運搬業者、中間処理業者と個別に、行政の許可証の内容を確認の上、委託契約を締結していること。

産業廃棄物用マニフェスト交付台帳

マ ニ フ ェ ス ト
（ 伝 票 番 号 ）

Ｂ ２ 票 Ｄ 票
受 領 日

交付年月日
Ｅ 票廃棄物の

・　　　・

・　　　・

・　　　・

管理責任者氏名：（　　　　　　　　　　　　　　　）

備 考
受 領 日

・　　　・

・　　　・

・　　　・

・　　　・

・　　　・

・　　　・

・　　　・

・　　　・


